
相模原市立大野南中学校
令和８年度 第２号（通算：第２７０号）

令和８年５月１日発行 校長 及川秋人

学校教育目標：『憧れ 共に 始めの一歩』

○令和８年度 学校経営の基本方針：
人権尊重の考え方を基盤に、

豊かな心を育み、自己実現力を高める教育の推進

○重点項目:
【①学力の保障 ②豊かな心を育てる ③自ら考え､判断し､行動する力を育成する

④家庭・地域に開かれた学校の実現 ⑤学校運営における働き方改革の推進】

◇新年度が始まって、生徒たちは・・・。
新年度が始まってから、あっという間に１か月ほどが経ちました。生徒

たちの様子を見ていると、当初は以前のクラスの友人や小学校時代の仲間
と、校舎内のあちこちで楽しそうに言葉を交わす場面が目立っていました。
しかし、最近では新しいクラスの仲間との関係も少しずつ深まり、特に昼
休みには校庭でボール遊びなどをしながら笑顔で過ごす生徒が増えてきて
います。授業中のグループ活動でも、互いに意見を出し合いながら取り組
む様子が見られ、子どもたちの環境への適応力に安心しています。
４月２３日（木）には、３年生が全国学力・学習状況調査に、１・２年

生は学力テストに臨みました。どの学年の生徒も真剣な表情で問題に向き
合い、集中して取り組んでいる姿が印象的でした。また、４月２４日（金）からは、１年生が正式に部
活動へ参加し始めました。新入生が加わったことで、どの部も一段と活気づいています。上級生の中に
は、仲間が増えたことや後輩ができたことを喜ぶ生徒もおり、見守る側としても温かい気持ちになりま
した。今後も、生徒一人ひとりが仲間と協力しながら、自分たちの目標に向
かって意欲的に取り組んでくれることを期待しています。さらに、校内支援
教室「こもれびルーム」が４月２０日（月）より、登録生徒５名でスタート
しました。これまで登校に不安を抱えていた生徒が、この教室に足を運んで
くれたことを、校長として大変うれしく思っています。今後は、校内支援主
任の渡邊敦子教諭を中心に、生徒が安心して過ごせる環境づくりを進めてま
いります。利用を希望される場合は、担任または渡邊教諭までお気軽にご相
談ください。

                             

 

◇各学年保護者会等へのご参加、ありがとうございました。
４月１３日から１６日にかけて実施いたしました「学年保護者会お

よび学級懇談会」には、多くの保護者の皆さまにご参加いただき、滞
りなく終えることができました。心より感謝申しあげます。当日ご確
認いただきました学校経営方針や学年経営方針等につきましては、計
画に沿って着実に実施し、お子様の学校生活がより良いものとなるよ
う、学校として引き続き努めてまいります。今後とも学校教育活動へ
のご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。
また、お子様のご家庭でのご様子などで気になることがございまし

たら、どうぞ遠慮なく学年職員までご連絡ください。改めまして、一
年間、よろしくお願いいたします。



◇５月の行事予定
１日(金)3年全国学力･学習状況調査(PM),英語CBT,教育

相談(～6/5)
３日(日)憲法記念日(祝日)
４日(月)みどりの日(祝日)
５日(火)こどもの日(祝日)
６日(水)振替休日
７日(木)教育実習前期開始(～5/27),内科検診(3年1～5

組),避難訓練予備日,諸活動なし
８日(金)小中合同引き渡し訓練14:45～,内科検診(3年6

組･2年1～4組),諸活動なし
９日(土)土曜参観,部活動保護者会,弁当持参,昼清掃,諸

活動なし
11日(月)５月９日の振替休日
12日(火)部活動優先日,PTA本部会14:00,PTA運営委員会
        16:00
13日(水)演劇教室(AM:1年･みなみ)
14日(木)学級ﾐﾆ総会⑥,放課後学習会
15日(金)尿検査3回目
19日(火)部活動優先日,いじめ･暴力行為等防止キャン

ペーン(5/19～5/21)

21日(木)内科検診(2年5組～2年7組･1年1組･1年2組),学
        級曲決め⑥,生徒会委員会
22日(金)内科検診(みなみ･1年3組～7組)
25日(月)諸活動なし
26日(火)学級ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ員会,
27日(水)教育実習前期最終日,演劇部発表⑥,歯科検診

(みなみ･2年･1年１組～3組)
28日(木)耳鼻科検診(1年・2､3年抽出),全校評議会,放課

後学習会
29日(金)特別日課,小中一貫の日授業参観⑥,最終下校
        15:05

【文責: 校長 及川秋人】

大野南公
民館のホ
ームペー
ジです。

２・３年生の皆さんには始業式で、今年度から取り組む「シ
ビックプライド」について話をしましたが、１年生にはまだ伝
えていません。ここで改めて説明したいと思います。今年度か
らは、総合的な学習の時間や校外学習の時間を使って「シビッ
クビックプライド」に関わる活動を行っていきます。
「シビックプライド」とは、日本語に直訳すると「市民とし

ての誇り」です。南中での「シビックプライド」とは、皆さん
が住む相模原市や、学んでいる大野南中学校に誇りや愛着をも
ち、自分たちの街や学校をより良くしていこうとする気持ちの
ことを指します。

話は変わりますが、皆さんは本校の校歌を、何も見ずに歌うことができますか。１年生は、入学して
まだ１ヶ月ほどなので、歌える人は少ないと思います。しかし、２・３年生は、ほとんどの人が歌える
のではないでしょうか。
実は、私は自分が卒業した小学校の校歌は歌えますが、中学校の校歌は歌えません。私の母校は、中

学２年生のときに２つの大規模校の一部同士が合併してできた学校で、校歌が完成したのは私が中学３
年生の終わり頃でした。そのため、私や同級生の多くは、校歌をほとんど歌わずに卒業しました。
皆さんのように、南中の校歌を何も見ずに歌えるということは、「ここで過ごしてきた証」を歌で示し
ているようなものです。学年や年齢が違っても、同じ校歌を歌えるだけで距離が縮まり、仲間意識が生
まれ、心が通い合います。つまり、校歌は人と人をつなぐ大切なものなのです。そしてそれは、母校へ
の愛着や誇りにも繋がります。ぜひ校歌を通して、「南中で育ち、南中で学んだ」という誇りと愛着を
もってほしいと思います。
  また、日本の中学校制度は１９４７年に始まりました。その制度
のもと、相模原市内（旧津久井地域を除く）には７つの中学校が設
置されました。本校は、その７校（当時は８校で、後に２校が合併）
の一つとして開校し、市内でも長い歴史をもつ中学校です。皆さん
には、ぜひ南中のことをもっと知ってほしいと思っています。５月
２７日（水）には、昨年度の県大会で第３位に入賞した演劇部が体
育館で公演を行います。内容は、南中や相模大野駅周辺で多く見ら
れる“ハト”を題材にした作品です。この劇を通して、本校の歩ん
できた歴史に触れ、南中への愛着や誇りをさらに深めてくれることを期待しています。

  

◇令和８年度 第１回全校集会での『校長の話』より～抜粋～
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